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岩美町立岩美中学校 

         「何が身についたのか」 
                        局長 吉川 誠司 

１１月となり、各園、学校では、教育課程の実施、教育実践、校内研究等様々な取組が、いくつかの小

さいＰＤＣＡのサイクルを経て、いよいよ年間を通しての実践（Ｄ）の大詰め段階に、あるいは年間の評

価（Ｃ）の準備段階へと進みつつある時期に入っていることと思います。 

 教育目標は達成されたのか、子どもたちにどんな力が身についたのか、授業改善は進んだのか。達成の

有無はいずれにしても、「よくわからないけれど良くなった、悪くなった（できた、できなかった）」ではな

く、その結果の原因はどこにあるのかを明らかにしていくことが、その先に進むためには不可欠です。 

 評価の材料として、各種のアンケート等を校（園）内外で実施し、その結果をもとに自己評価を行うこ

とが多いと思いますが、アンケートの結果をどう分析するのかが重要となってきます。特に学校（園）・

教職員の思いと、子どもたちの受け止め、保護者や地域のとらえに乖離がなかったか。もしあればその原

因は何か。そこを含めて分析し、自己評価を行う意識をもちたいものです。そして、

その自己評価についての吟味を外部(関係者評価や第三者評価、学校運営協議会等)

に求めることで、自己満足ではない客観的な評価となり、次に改善すべき手立てや

今後の方向性を明確にすることにつながります。よりよい学校（園）づくり、教育

目標の達成へ向けて、実践と振り返りを丁寧に進めていきましょう。 

 岩美中学校では、平成２８、２９年度に岩美町教育研究会の指定を受け、 
校訓の「みずから学び みずから鍛え みんなと生きる」を体現するために
必要なスキルを職員で協議し、右図のように１０のスキルを定めました。毎
回の授業で、授業のねらいと共に１０スキルカードのうちの何枚かを黒
板に掲示して授業展開を図っています。各スキルについては具体的に説
明されており、生徒はどの教科の授業でもスキルを意識して臨み、より
深い学びを達成することができています。 
 また、１０スキルを育成するために教科を横断した授業にも取り組ん
でおり、今年度は、全職員が異教科の教員と連携して、教科横断授業
（教科横断的な学習）の実践も行っています。 

 理科で、電流の学習の発展で電子楽器を創作し、音楽では、その楽器を用いて和声学の作曲方法を理解し

ながら作曲しました。そして作った旋律を電子楽器で演奏・録音し、保健体育では、その曲に合わせてダン

スを創作し、演技をしました。この教科横断授業では、電子楽器やオリジナル楽曲を創作しようとする「内

発的動機」を含め、「持続的探究」や「問題解決力」、仲間と共に協力して創りあげる「多様性受容」など

のスキルの達成が位置付けられています。 

   岩美中学校は新学習指導要領にも掲げられている教科横断的な学習を推進しています。教科横断的な
視点から各教科を関連付けた授業実践は、教科等の枠組みを越えて学習の基盤となる資質・能力の育成
につながります。学校教育目標の実現に向けて、教科横断的な視点から教育課程全体を見渡し、教育の
質の向上を図っていきましょう。 

教
科
横
断
授
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実
践
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【理科】電子楽器の創作 【音楽】オリジナル楽曲 他教科との関連性を考える 

・教科ごとのねらいを異教  
 科教員同士が理解する。  
・教科を横断して活用する 
 スキル場面を共有する。 
・学習指導要領の位置付け  
 を確認する。 

   【体育】創作ダンス 
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